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4 月になりました。 

例年ですと、お花見で日本中がにぎわっている頃なのでしょうが、 

新型コロナウィルス感染拡大を防止するために 

自粛していらっしゃる方が多いと思います。 

 

私もサクラマス釣りはやめて 

 

毎週、写真を撮りに出歩いています。 

 

家の近くの（可児市内）河津桜が満開でした。 

写真をご覧ください。 

綺麗ですか。 

 

 

 

 

1 月下旬から 2月にかけて開花する早咲き桜である。 

花は桃色ないし淡紅色で、ソメイヨシノよりも桃色が濃い。また花期が 1ヶ月と長い。 

 

 

東京オリンピックの延期が決まりました。 

色々な問題があると思いますが、平和の祭典であるオリンピックが中止にならなくて 

良かったです。 

1 日も早く新型コロナウィルスが収束することを願います。 



 

 

私たちは、 手洗い うがい マスク着用 人ごみは避ける を心掛け、実行しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑の資料は、首相官邸、厚労省HPに掲載されています。参考にしてください。 



 

 

 

家の近くにカタクリの群生地があります。 

鳩吹山の群生です。 

今年は、昨年よりも花が密集して咲いていました。 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

カタクリの花は「春の妖精」 

カタクリの花は、キクザキイチゲ、ニリンソウと合わせて、「スプリング・エフェメラル」や 

「春の妖精」とも呼ばれることがあります。 

その可憐な姿も、「春の妖精」と呼ばれる所以ですが、春の数日間だけそっと現れ、初夏には緑の

中に紛れてそっと消えてしまう姿は、まさに「妖精」ですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カタクリは、1年のうちで地上に出ている期間は、 

春先の 2か月足らずで、翌年の春まで土中の鱗茎のまま休眠状態で大半を過ごしているそうです。 

種子から花を咲かせるまでに 8、9年ほどの歳月を必要とするそうです。 

 

カタクリの「初恋」という花言葉は、 

下向きにつく、つぼみの様子から、 

初恋のようなせつなさをイメージして 

つけられたという説があります。 

また、「寂しさに耐える」という花言葉は、 

１株に１輪ずつしか花をつけず、 

まだ肌寒さも残る季節に、すっと佇んでいるイメージから 

つけられたという説があります。 


